
第32回日本外傷学会日程表

第 １ 日目　 ６ 月2１日（木）

第 １ 会場（Room A）

8 ：５0～ 8 ：５５ 
開会式

第32回日本外傷学会総会・学術集会会長　村尾　佳則

９ ：00～１0：00 
教育セミナー（救急科領域講習）

座長：順天堂大学浦安病院救急診療科　田中　　裕
JETEC ガイドライン第 ２ 版について	

国立国際医療研究センター病院救命救急センター　木村　昭夫
外傷初期診療ガイドライン第 ５ 版と JATEC® コースの改訂のポイント

社会医療法人緑泉会米盛病院　　　　　　
（日本救急医学会　JATEC コース企画運営委員会）　冨岡　譲二

１0：00～１１：00 
Case Conference 

座長：東京医科歯科大学大学院救急災害医学分野　大友　康裕
　　　大阪急性期・総合医療センター救急診療科　藤見　　聡

「あなたならどうする」 
指定討論者：公立豊岡病院但馬救命救急センター　小林　誠人

日本医科大学付属病院高度救命救急センター　金　　史英
大阪府泉州救命救急センター　中尾　彰太

平塚市民病院救急科・救急外科　葉　李久雄
兵庫県災害医療センター　松山　重成

１１：00～１１：５0
特別講演 2

座長：帝京大学医学部救急医学講座　坂本　哲也
VR 仮想現実	/	AR 拡張現実	/	MR 複合現実	/	ホログラフィーによる空間手術支援	

HoloEyes 株式会社取締役 COO	/	　　　　　　
東京大学先端科学技術研究センター客員研究員　杉本　真樹

１3：00～１3：30 
会員総会

１3：30～１4：00 
会長講演

座長：八戸市立市民病院救命救急センター　今　　明秀



	 出血性ショック後の病態と高張食塩液輸液の効果	
	 	 近畿大学医学部救急医学教室　村尾　佳則

１4：00～１５：00 
教育講演 １  （外傷専門医セミナー）

「頭部外傷・顔面外傷の最新の診療」
座長：日本医科大学救急医学　横田　裕行

	 重症頭部外傷診療の基礎と発展−転帰改善への挑戦−
	 	 日本医科大学救急医学教室	/	日本医科大学大学院救急医学分野　横堀　將司
	 顔面の骨折におけるピットフォールと治療の実際
	 	 近畿大学医学部形成外科　諸富　公昭

１５：00～１５：30 
外傷専門医１0周年記念講演

座長：八戸市立市民病院救命救急センター　今　　明秀
	 日本外傷学会専門医制度10年を迎えて：見えてくる問題点と，取得への道	
	 	 日本外傷学会専門医認定委員会委員長　　　　　　	

深谷赤十字病院救命救急センター・外傷センター　金子　直之

１５：30～１６：00 
DATC 委員長講演

座長：帝京大学救急医学講座　藤田　　尚
	 DATC	course	
	 	 Education	Committee	of	DATC,	IATSIC　Jonathan	Oliver	White

１６：00～１8：00 
シンポジウム2 

「外傷センター　日本の未来」
座長：堺市立病院機構堺市立総合医療センター　横田順一朗

　　　済生会横浜市東部病院横浜市重症外傷センター　北野　光秀
S2-1	 外傷センター設置のための具体的モデルの提案	
	 	 日本医科大学救急医学	/	日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　松本　　尚
S2-2	 東京都における外傷センターを考える　	必要か？可能か？	
	 	 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　金　　史英
S2-3	 地方での外傷診療システムは外傷センターを設置することで維持できる	
	 	 島根大学医学部附属病院高度外傷センター	/　　　　　　

島根大学医学部 Acute	Care	Surgery 講座　渡部　広明
S2-4	 福島県内に外傷センターを開設することは可能か	
	 	 会津中央病院救命救急センター　山村　英治
S2-5	 地方外傷診療の未来	～ TRAUMA	CODE 体制の評価～	
	 	 伊勢赤十字病院外科　佐藤　啓太
S2-6	 地方民間病院での外傷センター設立～	Preventable	Trauma	Disability を無くす！～	
	 	 前橋赤十字病院外傷センター整形外科　浅見　和義
S2-7	 外傷戦略・戦術と手術・IVR の技術も習得した救急医を基盤とした診療体制	
	 	 東海大学医学部外科学系救命救急医学　大塚　洋幸



S2-8	 会津外傷再建センター　外傷治療における超急性期から慢性期までの整形外科介入	
	 	 福島県立医科大学外傷再建学講座	/	会津中央病院会津外傷再建センター　伊藤　雅之
S2-9	 日本に必要なのは「重症四肢外傷再建センター」である	
	 	 湘南鎌倉総合病院外傷センター　土田　芳彦
S2-10	 小児重症外傷の現況と課題：施設の診療数ごとの検証より	
	 	 横浜市立大学付属市民総合医療センター高度救命救急センター	/　　　

横浜市立大学医学部大学院医学研究科救急医学教室　問田　千晶
S2-11	 外傷患者の集中治療室入室数の増加と生命転帰の改善は関連している	
	 	 亀田総合病院救命救急科　白石　　淳

第 2 会場（Room B-１）

９：00～１0：00 
招待講演 １  

座長：東京医科大学救急・災害医学分野　織田　　順 
	 Management	of	Gunshot	Injures	in	a	Civilian	Trauma	Centre	
	 	 Stellenbosch	University,	Cape	Town	Area,	South	Africa　Elmin	Steyn	

１0：１0～１１：５0 
シンポジウム １  

「外傷センター　海外の現況　Current status of trauma center overseas」
座長：University	of	the	Witwaterstand,	Johannesburg	Area,	South	Africa　Kenneth D Boffard 

　　　国立国際医療研究センター病院救命救急センター　木村　昭夫 
S1-1	 Quality	Improvement	in	Trauma	
	 	 Riverside	University	Health	System	Medical	Center,	California,	USA　Raul	Coimbra	
S1-2	 	Pre-	and	early	in-hospital	management	of	the	severely	injured	trauma	victim：	

The	German	perspective	
	 	 Cologne-Merheim	Medical	Center,	University	of	Witten-Herdecke,	Cologne,	Germany	

Marc	Maegele	
S1-3	 The	Current	Status	of	Trauma	Systems	in	Africa	and	South	Africa	
	 	 Stellenbosch	University,	Cape	Town	Area,	South	Africa　Elmin	Steyn	
S1-4	 Developmental	Planning	of	Trauma	Center	in	Korea	
	 	 Trauma	Center，PNUH（Pusan	National	University	Hospital）,	Korea　Hyun	Min	Cho	
S1-5	 Trauma	Center	and	Gaisho-Center	in	Japan	;	Tweet	by	an	Acute	Care	Surgeon	
	 	 Trauma	and	Resuscitation	Center,	Teikyo	University	Hospital,	Japan　Takashi	FUJITA

１2：00～１2：５0 
ランチョンセミナー １ 　　共催：一般社団法人日本血液製剤機構

座長：大阪大学医学部救急医学　嶋津　岳士 
	 敗血症性 DIC 診断・治療の最前線	
	 ―臨床の現場から；アンチトロンビン製剤特定使用成績調査報告からの解析	
	 	 滋賀医科大学救急集中治療医学講座　江口　　豊



１4：00～１５：20 
Japan-Korea Trauma Symposium １ 

「Update in trauma management」
座長：Pusan	National	University	Hospital　Hyun Min Cho 

　　　大阪市立大学大学院医学研究科救急医学　溝端　康光 
JKS1-1	 	Collaboration	between	the	IR	and	ACS	teams	for	initial	management	:		

Approaches	for	hemodynamically	unstable	abdominal	solid	organ	injuries
	 	 Department	of	Critical	Care	Medicine	and	Traumatology,　　　　　　　

National	Hospital	Organization	Disaster	Medical	Center　Ichiro	Okada
JKS1-2	 	Is	the	procedure	performance	improved	after	the	Endovascular	Training	for	Resuscitative	

Endovascular	Balloon	Occlusion	of	the	Aorta	（ET-REBOA）	Course?
	 	 Department	of	Surgery,	Trauma	Center,	Dankook	University	Hospital　Ye	Rim	Chang
JKS1-3	 	Challenges	to	Develop	the	Hybrid	Emergency	Room	System	as	a	Standard	Trauma	Work-

flow	in	East	Asia
	 	 Division	of	Trauma	and	Surgical	Critical	Care,		　　　　　　　　　

Osaka	General	Medical	Center　Takahiro	Kinoshita
JKS1-4	 Gun	shot	injury	in	Korea
	 	 Ajou	University　John	Cook-Jong	Lee
JKS1-5	 	Preparedness	for	Performing	Trauma	Surgeries	in	the	Emergency	Department	When	the	

Operating	Room	is	Unexpectedly	Unavailable
	 	 Department	of	Emergency	Medicine,	Trauma	Resuscitation	Center,　　　　　

Teikyo	University	School	of	Medicine　Kaori	Ito

１５：20～１６：20 
招待講演 2（外傷教育セミナー）

座長：東京医科歯科大学大学院救急災害医学分野　大友　康裕 
	 Major	abdominal	vascular	injuries-How	to	approach	and	what	to	do	
	 	 Riverside	University	Health	System	Medical	Center,	California,	USA　Raul	Coimbra	

１６：20～１8：00 
International Session 

「Being prepared for the unexpected to happen」
座長：大阪大学医学部救急医学　嶋津　岳士
　　　Ajou	University　John Cook-Jong Lee

IS-1	 	Strategy	of	instrumental	surgery	and	management	for	upper	cervical	and	subaxial	Trau-
matic	Spinal	Injury

	 	 Kansai	Medical	University　Masaaki	Iwase
IS-2	 	The	strategy	of	high	energy	femur	shaft	fracture	treatment	:	Can	we	prevent	fat	embo-

lism	syndrome?
	 	 Department	of	Emergency	and	Critical	Care	Medicine,　　　　　　　　　

Kitasato	University	School	of	Medicine　Hiroaki	Minehara
IS-3	 	The	Management	of	Penetrating	Torso	Injury；A	Single	Trauma	Center	Experience
	 	 Department	of	Trauma	Surgery,	Gachon	University	Gil	Medical	Center　Kang	Kook	Choi



IS-4	 A	case	of	hemorrhagic	shock	due	to	multiple	injuries	including	traumatic	isthmic	rupture
	 	 Advanced	Disaster	Medicine	and	Emergency	Critical	Care	Center,	　　　　　　　　

Niigata	University	Medical	and	Dental	Hospital　Masakazu	Nitta
IS-5	 How	to	set	up	the	Level	1	trauma	center	in	Korea
	 	 Wonkwang	University　Chan-Yong	Park
IS-6	 Planning	and	preparing	for	mass	casualty	incidents	by	expecting	the	unexpected
	 	 Department	of	Critical	Care	Medicine	and	Trauma,	　　　　　　　

National	Disaster	Medical	Center　Nobuaki	Kiriu
IS-7	 Our	preparedness	of	emergency/disaster	medical	response	during	2020	Tokyo
	 Olympic/Paralympic	Games
	 	 President	of	Joint	Committee	of	the	Disaster	Emergency	Medical	System	for		

the	Tokyo	Olympic	and	Paralympic	Games	in	2020,	The	Academic	Consortium	of
	 Emergency	Medical	Service	and	Disaster	Medical	Response	Plan	during	the	
	 Tokyo	Olympic	and	Paralympic	Games	in	2020　Naoto	Morimura

IS-8	 	Vertebral	artery	injuries	with	partial	narrowing	in	cervical	spinal	injuries.		
Should	they	be	treated?

	 	 Kochi	Health	Sciences	Center	Department	of	Orthopedic	Surgery　Keitaro	Tada

第 3 会場（Room B-2）

９：00～１0：40 
パネルディスカッション １

「Off-the-job training の現況」
座長：りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター　松岡　哲也

　　　自治医科大学附属さいたま医療センター救急部　守谷　　俊
PD1-1	 本邦での ATOM（Advanced	Trauma	Operative	Management）コースの現状と課題	
	 	 大阪市立大学救急医学　晋山　直樹
PD1-2	 外傷外科手技のための ASSET コースの有用性	
	 	 東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　森下　幸治
PD1-3	 Definitive	Surgical	Trauma	Care	and	Definitive	Anaesthetic	Trauma	Care	
	 	 Trauma	and	Resuscitation	Center,	Teikyo	University　Takashi	FUJITA	
PD1-4	 外傷外科チーム教育の概念を日本で最初に導入した外傷外科手術治療戦略（SSTT）コース	
	 	 島根大学医学部 Acute	Care	Surgery 講座	/　　　　　　

島根大学医学部附属病院高度外傷センター　比良　英司
PD1-5	 DIRECT 研究会の現況と今後	
	 	 済生会横浜市東部病院救命救急センター	/	DIRECT 研究会　船曵　知弘
PD1-6	 当科における off-the-job	training を活用した外傷外科医育成の現状	
	 	 佐賀大学医学部先進外傷治療学講座・外傷外科　井上　　聡
PD1-7	 一般外科医のための，外傷診療 Off-the-job	training の開発	
	 	 北海道大学大学院医学研究院消化器外科学教室 II	/　　　　　　

北海道大学大学院医学研究院医学教育推進センター　村上　壮一
PD1-8	 生体豚を用いた外傷手術トレーニング：救急科専攻医への教育や医療機器開発を見据えて	
	 	 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　竹川　良介



PD1-9	 バーチャルリアリティを用いた次世代型外傷外科トレーニングシステムの展望	
	 	 帝京大学医学部救急医学講座　伊藤　　香

１0：40～１１：５0 
パネルディスカッション 2

「海外での on-the-job training」
座長：愛媛大学大学院医学系研究科救急航空医療学講座　佐藤　格夫

　　　社会医療法人緑泉会米盛病院救急科　冨岡　譲二
PD2-1	 限られた医療資源の中での外傷治療　「国境なき医師団」の医療支援活動を通じて	
	 	 東京北部病院外科　村上　大樹
PD2-2	 一般外科医は「国境なき医師団」の医療支援活動でなにができるのか？	
	 	 国境なき医師団日本	/	宮崎病院外科救急科　渥美　智晶
PD2-3	 タイ　コンケーン外傷センターでの研修について	
	 	 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　尾北　賢治
PD2-4	 南アフリカの Tygerberg	Hospital での外傷外科研修；当院高度救命救急センターとの比較	
	 	 帝京大学医学部付属病院高度救命救急センター　長尾　剛至
PD2-5	 南米・コロンビアでの外傷外科研修の可能性	
	 	 済生会横浜市東部病院救命救急センター　廣江　成欧
PD2-6	 Trauma	training	in	South	Africa.	Quality?	Quantity?	Maybe	both
	 	 倉敷中央病院救命救急センター	/　　　　　　	

Pietermaritzburg	Metropolitan	Trauma	Service　内野　隼材

１2：00～１2：５0 
ランチョンセミナー 2 　　共催：CSL ベーリング株式会社

座長：帝京大学医学部救急医学講座　坂本　哲也 
	 	救急現場でのワルファリン服用患者マネジメントにおける4F-PCC（プロトロンビン複合体

製剤）の役割	
	 	 大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院救命救急センター　福岡　敏雄

１4：00～１５：20 
パネルディスカッション3 

「重症外傷患者における REBOA の現況と問題点」
座長：済生会横浜市東部病院横浜市重症外傷センター　船曵　知弘

　　　聖マリアンナ医科大学心臓血管外科　西巻　　博
PD3-1	 REBOA	as	a	procedure	in	Damage	Control	Strategy	guided	by	TBSS	
	 	 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科　小倉　崇以
PD3-2	 病院前診療に REBOA は必要か	
	 	 公立豊岡病院但馬救命救急センター　番匠谷友紀
PD3-3	 早期血管アクセス確保が REBOA 患者転帰に関連する可能性がある	
	 	 千葉大学大学院医学研究院救急集中治療医学　松村　洋輔
PD3-4	 当センターにおける重症腹部外傷に対する REBOA	の現状	
	 	 大阪府三島救命救急センター　橘高　弘忠
PD3-5	 当院での REBOA 使用症例の検討	
	 	 りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター　臼井　亮介



PD3-6	 REBOA 時代に大動脈損傷をいかに早く拾い上げられるか：画像診断的な考察と共に	
	 	 聖マリアンナ医科大学放射線医学　三浦　剛史
PD3-7	 大動脈遮断後の病態に関する検討：POST	AORTIC	OCCLUSION	SYNDROME	
	 	 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　齋藤　伸行
PD3-8	 大動脈内バルーン遮断後の合併症　傾向スコア解析を用いた対照群との比較	
	 	 亀田総合病院救命救急科　白石　　淳

１５：20～１７：１0 
パネルディスカッション4 

「高齢者外傷治療の問題点」
座長：大分大学医学部附属病院高度救命救急センター　坂本　照夫

　　　慶應義塾大学医学部救急医学　佐々木淳一
PD4-1	 高齢者外傷の特徴と課題～超高齢社会の外傷レジストリ解析	
	 	 東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　遠藤　　彰
PD4-2	 Hip	Fracture の早期手術は死亡率を改善する	-	DPC データベースを用いた検討	
	 	 東京大学整形外科　岡田　寛之
PD4-3	 高齢者頭部外傷における凝固線溶系障害の特徴と治療戦略	
	 	 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　中江　竜太
PD4-4	 過疎高齢化の進む地域の基幹病院における高齢者外傷の特徴	
	 	 兵庫県立淡路医療センター外科	/	救急科	/	地域外傷センター　坂平　英樹
PD4-5	 85歳以上の高齢外傷患者において頭部外傷の有無は予後に影響を及ぼすか	
	 	 福島県立医科大学救急医療学講座　反町光太朗
PD4-6	 手術を行った脆弱性骨盤骨折の ADL 予後と １ 年死亡率，今後の課題
	 	 大阪市立総合医療センター救命救急センター外傷センター　森本　　健
PD4-7	 高齢外傷患者における身体的脆弱性と長期転帰の関連性についての検討	
	 	 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　齋藤　伸行
PD4-8	 高齢者大腿骨近位部骨折に対する早期手術のための取り組み	
	 	 慶應義塾大学医学部救急医学　宇田川和彦
PD4-9	 高齢者外傷治療の問題点	
	 	 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　恩田　秀賢
PD4-10	 当院における高齢者重症外傷の現状	
	 	 聖マリアンナ医科大学救急医学講座　田北　無門
PD4-11	 保存療法を行った肋骨骨折においては，高齢であることが入院長期化の要素とはならない	
	 	 深川市立病院救急部　籏本　恵介

１７：１0～１７：５0 
一般口演 １

「頭部外傷①」
座長：奈良県立医科大学救急医学　奥地　一夫

　　　埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　荒木　　尚
O1-1	 小脳挫傷を合併した頭部外傷の特徴−自験例22例の考察	
	 	 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　金谷　貴大
O1-2	 当院におけるスポーツ関連頭部外傷の検討脳震盪症状の早期認知について	
	 	 宮崎大学医学部附属病院救命救急センター　落合　秀信



O1-3	 重症急性硬膜下血腫症例に対する救急外来での気管挿管の検討	
	 	 飯塚病院救急部　山田　哲久
O1-4	 ボルト固定タイプの頭蓋内圧モニター設置で，硬膜穿破時に難渋した場合の工夫	
	 	 八戸市立市民病院　今野　慎吾
O1-5	 新たに開発した ３ 次元屈曲吸引管による緊急穿頭血腫除去術	
	 	 近畿大学医学部附属病院救命救急センター　植嶋　利文

第 4 会場（Room C-１）

９ ：00～１0：00 
パネルディスカッション ５

「Damage control resuscitation の実際」
座長：島根大学医学部附属病院高度外傷センター　渡部　広明

　　　日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　益子　一樹
PD5-1	 理想的な Damage	Control	Resuscitation は実践できているのか？	
	 	 島根大学医学部附属病院高度外傷センター　下条　芳秀
PD5-2	 Protocolized	DCR	based	on	the	TBSS	performed	by	Trauma	Surgeon	&	Intensivist	
	 	 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科　小倉　崇以
PD5-3	 Damage	Control	Resuscitation を実践する麻酔− Damage	Control	Anesthesia −	
	 	 防衛医科大学校病院救急部	/	埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　吉村　有矢
PD5-4	 当院における Damage	control	resuscitation の現状と位置付け	
	 	 りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター　福間　　博
PD5-5	 Hemostatic	resuscitation	device としてのセルセーバー	
	 	 松戸市立総合医療センター　漆畑　　直
PD5-6	 当施設における Damage	control	resuscitation の検討	
	 	 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　安松比呂志

１0：00～１１：１0 
パネルディスカッション６ 

「頭部外傷の凝固・線溶系障害を伴う症例の治療戦略 」
座長：日本医科大学救急医学　横田　裕行

　　　近畿大学医学部附属病院救命救急センター　植嶋　利文
PD6-1	 重症頭部外傷における凝固線溶系障害の経時変化の特徴と治療戦略	
	 	 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　中江　竜太
PD6-2	 急性硬膜下血腫を伴う重症頭部外傷におけるクリオプレシピテート早期投与の検討	
	 	 東京都立墨東病院高度救命救急センター　杉山　和宏
PD6-3	 頭部外傷後の凝固線溶系の異常と緊急 AB 型 FFP 早期投与	
	 	 高知医療センター救命救急センター救命救急科　石原　潤子
PD6-4	 抗血栓薬の使用は慢性硬膜下血腫の転帰を悪化させるか？	
	 	 東海大学医学部救命救急医学	/	東海大学医学部脳神経外科　本多ゆみえ
PD6-5	 抗血栓薬を内服している高齢者頭部外傷の日本におけるリアルワールド	
	 	 山口大学医学部脳神経外科	/	山口大学医学部附属病院先進救急医療センター　末廣　栄一
PD6-6	 造影頭部 CT からみた頭部外傷に対するトラネキサム酸の効果	
	 	 近畿大学医学部附属病院救命救急センター　植嶋　利文



PD6-7	 頭部外傷に伴う急性外傷性凝固異常に対する集学的治療戦略	
	 	 地方独立行政法人りんくう総合医療センター高度脳損傷・脳卒中センター	/　　　　　　

地方独立行政法人りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター　萩原　　靖

１１：１0～１１：５0 
一般口演 2

「頭部外傷②」
座長：日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野　木下　浩作

　　　日本医科大学付属病院高度救命救急センター　横堀　將司
O2-1	 Diffuse	Brain	Injury に対する脳低温療法効果の検討	
	 	 熊本大学医学部附属病院救急・総合診療部	/	B-HYPO	study	group　金子　　唯
O2-2	 重症急性硬膜下血腫に対する Non-Hybrid	ER における緊急減圧術の治療効果	
	 	 済生会滋賀県病院救命救急センター救急集中治療科　越後　　整
O2-3	 外傷性頭頚部血管病変に対する診断と治療	
	 	 兵庫県災害医療センター・神戸赤十字病院脳神経外科　原　　淑恵
O2-4	 開頭手術を要した鈍的頭部外傷における静脈洞閉塞の検討	
	 	 国立病院機構大阪医療センター救命救急センター　木下　順弘
O2-5	 軽症・中等症急性硬膜下血腫の転帰要因に関する検討	
	 	 済生会滋賀県病院救急集中治療科　平泉　志保

１2：00～１2：５0
ランチョンセミナー 3 　共催：株式会社明治

座長：愛媛大学大学院医学系研究科救急航空医療学講座　佐藤　格夫
	 「重症患者の栄養療法ガイドライン・ダイジェスト版」を外傷患者の治療に活かそう！
	 	 神戸大学大学院医学研究科外科系講座災害・救急医学分野　小谷　穣治

１4：00～１５：00 
パネルディスカッション ７

「重症体幹部骨折を伴う多発外傷に対する total care」
座長：埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　井口　浩一

　　　山梨県立中央病院　岩瀬　弘明
PD7-1	 脊椎外傷を伴う重症多発外傷の治療　−シームレスに進めるために−
	 	 兵庫県災害医療センター整形外科　矢形　幸久
PD7-2	 重症多発外傷に対する包括的チーム医療による PICS 対策	
	 	 北里大学医学部救命救急医学　片岡　祐一
PD7-3	 他臓器合併損傷を伴う脊椎脊髄損傷に対する外科的治療　−単一施設後向き観察研究−	
	 	 東北大学病院高度救命救急センター　小圷　知明
PD7-4	 外傷センターにおける骨盤輪骨折治療の実際　−入院から外来フォローまで−	
	 	 帝京大学医学部附属病院外傷センター　中山　雄平
PD7-5	 重症頭部外傷を伴った体幹部骨折手術例の検討	
	 	 地方独立行政法人りんくう総合医療センター高度脳損傷・脳卒中センター　萩原　　靖



１５：00～１６：１0 
ワークショップ １

「外傷治療後の社会復帰への取り組み」
座長：帝京大学医学部救急医学講座　三宅　康史

　　　藤田保健衛生大学一般外科学災害外傷外科　平川　昭彦
W1-1	 重度四肢外傷治療後の社会復帰への取り組み	
	 	 京都第一赤十字病院第一整形外科　奥村　　弥
W1-2	 外傷患者におけるリハビリテーションチームとの連携	
	 	 藤田保健衛生大学一般外科学災害外傷外科　平川　昭彦
W1-3	 小児重症外傷に対するリハビリ体制への警鐘	
	 	 神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター　井上　　彰
W1-4	 人工呼吸管理を要する鈍的外傷症例の離床遅延因子と今後の課題	
	 	 地方独立行政法人りんくう総合医療センターリハビリテーション科　大野　直紀
W1-5	 事件・事故による外傷患者に対する心理社会支援～ ER から外来まで	
	 	 日本赤十字社和歌山医療センター外科部	/　　　　　　

日本赤十字社和歌山医療センター	精神科部　益田　　充
W1-6	 自殺未遂者の再企図予防～アセスメントから多職種介入で生活への足掛かりをつくる～	
	 	 近畿大学医学部附属病院患者支援センター	/　　　　　　

近畿大学医学部附属病院メンタルヘルス科　和田　照平

１６：１0～１７：20 
パネルディスカッション8 

「外傷における鏡視下手術の役割」
座長：神奈川県健康医療局厚木保険福祉事務所　西海　　昇
　　　済生会横浜市東部病院救命救急センター　山崎　元靖

PD8-1	 穿通性腹部外傷に対する試験腹腔鏡	-	Diagnostic	laparoscopy	with	peritoneal	lavage	
	 	 堺市立総合医療センター救命救急センター救急外科　常俊　雄介
PD8-2	 Open	conversion から学ぶ鏡視下外傷手術の挑戦と限界	
	 	 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　松田　真輝
PD8-3	 腹部穿通性外傷に対する審査的腹腔鏡による非治療的開腹の回避の可能性	
	 	 帝京大学医学部附属病院高度救命救急センター　伊藤　　香
PD8-4	 腹部外傷における腹腔鏡の有用性	
	 	 済生会横浜市東部病院救命救急センター　清水　正幸
PD8-5	 胸部外傷に対する胸腔鏡下手術	
	 	 都立広尾病院救命救急センター	/	都立広尾病院呼吸器外科　横須賀哲哉
PD8-6	 待機的に胸腔鏡下手術を行った横隔膜損傷の １ 例	
	 	 荒尾市民病院救急科　松園　幸雅

１７：20～１７：4５ 
一般口演 3  

「画像診断」
座長：大崎市民病院　山内　　聡

　　　前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科部　中村　光伸
O3-1	 外傷患者の CT における偶発病変（incidental	findings）の検討	
	 	 国立国際医療研究センター病院救命救急センター救急科　植村　　樹



O3-2	 鈍的体幹部外傷における大腰筋血腫と造影剤の血管外漏出像の意義についての検討	
	 	 岡山大学病院高度救命救急センター　湯本　哲也
O3-3	 単純による外傷全身 CT の実施状況の検討	
	 	 済生会宇都宮病院救急科　中間　楽平

第 ５ 会場（Room C-2）

９：00～１0：00 
一般口演 4

「胸部外傷①」
座長：日本赤十字社和歌山医療センター高度救命救急センター　岩﨑　 安博

疋田医院	/	久留米大学小児外科　疋田　茂樹
O4-1	 ICU で人工呼吸管理を行った胸部外傷患者の検討	
	 	 飯塚病院集中治療部　安達　普至
O4-2	 胸骨圧迫によるフレイルチェストの発生頻度と背景因子の検討	
	 	 奈良県立医科大学高度救命救急センター　川井　廉之
O4-3	 Flail	chest に対する手術治療の検討	
	 	 都立墨東病院救命救急センター　伊澤　雄太
O4-4	 多発肋骨骨折に対してロッキングプレートとチタン製プレートを用いた肋骨固定術の経験	
	 	 千葉県救急医療センター外傷治療科　潮　　真也
O4-5	 多発肋骨骨折に対する retrolaminar	block を用いた鎮痛法	
	 	 防衛医科大学校病院救急部	/	埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　吉村　有矢
O4-6	 アセチレンと酸素の混合ガスバーナーの小爆発により単独気管損傷を生じた稀な １ 例	
	 	 日本赤十字社医療センター救命救急センター　諸江　雄太
O4-7	 	鈍的外傷による右主気管支完全断裂に対して VV-ECMO 下に修復術を施行し救命し得た一例	
	 	 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　五十嵐佑子

１0：00～１0：５0 
一般口演 ５

「腹部外傷①」
座長：大阪府三島救命救急センター　秋元　　寛

　　　東京医科歯科大学医学部附属病院	救命救急センター・ER センター　加地　正人
O5-1	 当院における外傷性肝損傷症例の治療方針の検討	
	 	 千葉県救急医療センター外傷治療科　吉田　充彦
O5-2	 急性門脈血栓を伴った鈍的肝外傷の １ 例	
	 	 社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院救命救急センター　爲廣　一仁
O5-3	 心停止に陥った鈍的肝損傷に伴う肝コンパートメント症候群の一例	
	 	 君津中央病院救急・集中治療科　岩瀬　信哉
O5-4	 Hybrid	ER 導入前後での外傷性脾損傷の治療変化	
	 	 東京都立墨東病院高度救命救急センター　大倉　淑寛
O5-5	 鈍的脾損傷に対する動脈塞栓術と脾臓摘出術の比較検討	
	 	 君津中央病院救急集中治療科　鈴木　利直
O5-6	 外傷性脾損傷に対する，当院での治療選択に関する検討	
	 	 宇治徳洲会病院心臓血管内科　自閑　昌彦



１0：５0～１１：５0 
一般口演６ 

「腹部外傷②」
座長：兵庫県災害医療センター　石原　　諭

　　　北里大学医学部救命救急医学　片岡　祐一
O6-1	 出血性ショック下での膵損傷の治療	
	 	 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター	/　　　　　　

日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野　中山　文彦
O6-2	 膵頭部損傷による出血性ショックに対し IABO を併用した開腹止血術で救命しえた一例	
	 	 獨協医科大学埼玉医療センター救急医療科　鈴木　光洋
O6-3	 腹部刺創による Damage	control	surgery 後膵頭十二指腸切除術を施行した １ 例	
	 	 湘南鎌倉総合病院　村田　宇謙
O6-4	 膵損傷合併が疑われた外傷性十二指腸壁内血腫の １ 小児例	
	 	 高知赤十字病院救命救急センター　原　　真也
O6-5	 Open	abdomen の発達にともなう腹部骨盤外傷における ACS の頻度と予後
	 	 日本医科大付属病院高度救命救急センター　新井　正徳
O6-6	 イダルシツマブ投与後に血管塞栓術を施行した腎損傷の経験	
	 	 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　工藤　智博
O6-7	 シートベルト損傷により下腹部筋膜壊死を来した一例	
	 	 福島県立医科大学附属病院地域救急医療支援講座　三澤　友誉

１4：00～１4：５0 
動画セッション

座長：医療法人清恵会清恵会病院救急医療センター　石川　和男
　　　本庄早稲田クリニック　荻野　隆史

M-1	 骨盤骨折による後部尿道外傷に対する待機的尿道形成術：単一術者115例の治療経験	
	 	 防衛医科大学校泌尿器科学講座　堀口　明男
M-2	 胸骨骨折に対する新しい固定法	
	 	 埼玉医科大学総合医療センター　大饗　和憲
M-3	 診断的胸腔鏡が有用であった鈍的外傷による右側横隔膜損傷の １ 例	
	 	 都立広尾病院救命救急センター	/	都立広尾病院呼吸器外科　横須賀哲哉
M-4	 鋭的心肺合併損傷に対し左肺全摘および二期的心膜縫合を行い，良好な予後を得た一例
	 	 済生会横浜市東部病院救急科　風巻　　拓
M-5	 Gustilo	type	IIIC	大腿骨開放骨折に対し血行再建術を行った １ 例	
	 	 岡山大学病院心臓血管外科　村岡　玄哉

１4：５0～１６：00 
一般口演 ７

「災害・多数外傷患者対応」
座長：国立病院機構災害医療センター臨床研究部　小井土雄一

　　　鳥取大学医学部附属病院　本間　正人
O7-1	 国境なき医師団の活動地における多数外傷患者対応（マスカジュアルティープラン）
	 	 国境なき医師団	/	新座志木中央総合病院外科　吉野　美幸
O7-2	 医療，消防，警察機関による多数傷病者発生事案対応訓練の検討	
	 	 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　根本　　学



O7-3	 新潟中越地震における急性期の医療状況	
	 	 福島県立医科大学外傷再建学講座	/	会津中央病院会津外傷再建センター　伊藤　雅之
O7-4	 熊本地震急性期の整形外科外傷への対応をふり返って	
	 	 熊本赤十字病院　岡野　博史
O7-5	 災害時の整形外傷対応における整形外傷コーディネーター設置に関する議論	
	 	 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　入澤　太郎
O7-6	 災害時に最も発生する整形外科疾患に対応するために	
	 	 鳥取大学医学部付属病院救急科　生越　智文
O7-7	 災害時の整形外科外傷の治療戦略	
	 	 大阪府立中河内救命救急センター　岸本　正文
O7-8	 災害時多数外傷症例に対する整形外科治療戦略	
	 	 帝京大学医学部救急医学講座附属病院外傷センター　黒住　健人

１６：00～１６：５0 
一般口演 8

「多発外傷①」
座長：山梨県立中央病院救命救急センター　井上　潤一

　　　近畿大学医学部附属病院救命救急センター　濱口　満英
O8-1	 病院前救急診療における外科的気道確保が救命に繋がった多発外傷の １ 例	
	 	 久留米大学病院高度救命救急センター	/	久留米大学医学部救急医学講座　牟田　隆則
O8-2	 噴石による多発外傷の １ 例	
	 	 群馬大学大学院医学系研究科救急医学　村田　将人
O8-3	 骨髄異形成症候群の多発外傷症例の救命例	
	 	 巨樹の会新武雄病院総合救急科　堺　　正仁
O8-4	 抗血小板薬服用・血液透析中の四肢・頭部外傷の １ 例	
	 	 加古川中央市民病院初期臨床研修医　梅村　　薫
O8-5	 出血制御のための蘇生処置による脊髄梗塞の １ 例	
	 	 和歌山県立医科大学付属病院救急集中治療医学講座　國立　晃成
O8-6	 多発刺創による出血性ショック，偶発性低体温症に対し PCPS を用いて救命し得た一症例	
	 	 国立病院機構災害医療センター救命救急センター　関　　聡志

１６：５0～１７：40 
一般口演 ９

「多発外傷②」
座長：神戸大学大学院医学系研究科外科系講座災害・救急医学分野　小谷　穣治

　　　兵庫県立加古川医療センター救命救急センター　当麻　美樹
O9-1	 当院における体幹部外傷治療ストラテジーで治療した III 型肝損傷についての報告	
	 	 愛知医科大学病院救命救急科　大石　　大
O9-2	 腰椎骨折による後腹膜血腫の画像的分類（前編）
	 	 清恵会病院救急医療センター　石川　和男
O9-3	 大動脈遮断，股関節離断術で救命し，感染制御に臼蓋切除を要した来院時心肺停止の一例	
	 	 東京医科大学病院救急災害医学分野　下山京一郎
O9-4	 胸部大動脈損傷を含む多発外傷に薬物中毒を合併した一例	
	 	 武蔵野赤十字病院救命救急センター　原　　俊輔



O9-5	 腹部大動脈仮性瘤と見紛う，右腎梗塞，右腎副動脈外傷性閉塞を伴う多発外傷の １ 例	
	 	 飯田市立病院心臓血管外科　月岡　勝晶
O9-6	 脾損傷の TAE を優先させた鈍的大動脈損傷・横隔膜損傷の １ 症例	
	 	 日本医科大学武蔵小杉病院救命救急センター　石丸　直樹

第 ６ 会場（Room I）

９ ：00～ ９ ：５0 
後期研修医セッション① 

座長：関西医科大学附属病院高度救命救急センター　鍬方　安行
　　　東邦大学医療センター大森病院救命救急センター　本多　　満

後期①-1	 高齢者多数傷病者事案に対して現場に医師を投入することの有用性	
	 	 石川県立中央病院　山岸　惇史
後期①-2	 外科後期研修医の外傷手術の経験	
	 	 東京都立多摩総合医療センター外科　谷河　　篤
後期①-3	 小児 DPL 施行 ３ 症例の検討	-	偽陽性はなぜ起きたか？	-	
	 	 山梨県立中央病院救命救急センター　河西　浩人
後期①-4	 高齢者重症頭部外傷の予後予測因子に凝固障害は有用か？	
	 	 松戸市立総合医療センター救命救急センター	/　　　　　　

東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　古口　葉月
後期①-5	 病院前診療におけるトラネキサム酸投与が重傷外傷患者の凝固能にあたえる影響	
	 	 手稲渓仁会病院救急科　小野寺良太
後期①-6	 当救命センターで経験した腹部刺創38例の検討	
	 	 獨協医科大学埼玉医療センター救急医療科　中村龍太郎

１0：00～１0：40 
後期研修医セッション② 

座長：弘前大学大学院医学研究科救急災害医学講座　山村　　仁
　　　順天堂大学医学部附属病院浦安病院救急診療科　岡本　　健

後期②-1	 血清ナトリウム値の調整に難渋した多発外傷の一例	
	 	秋田大学大学院医学系研究科医学専攻病態制御医学系救急・集中治療医学講座　佐藤　佳澄
後期②-2	 集学的治療により救命した墜落外傷の一例	
	 	 名古屋市立大学病院救命救急センター　五島　隆宏
後期②-3	 出血性ショックを呈した重症多発外傷で開腹パッキングを優先すべきだった一例	
	 	 岐阜大学医学部附属病院高次救命治療センター　市橋　雅大
後期②-4	 経カテーテル的動脈塞栓術と開胸止血術で救命し得た重症胸部外傷の一例	
	 	 長崎大学病院救命救急センター　岡村　　岳
後期②-5	 両下肢麻痺と右下肢動脈閉塞を来した腰部外傷の一例	
	 	 横浜市立みなと赤十字病院救急部　甲斐　貴之

１0：５0～１１：30 
後期研修医セッション③ 

座長：防衛医科大学校病院救急部　池内　尚司
　　　関西医科大学総合医療センター救命救急センター救急医学科　齊藤　福樹



後期③-1	 当院に搬送された四肢開放骨折症例に関する検討	第 ２ 報	
	 	 慶應義塾大学医学部救急医学　西田　有正
後期③-2	 四肢開放骨折に関する術後感染リスク分析と OTA-OFC の評価	
	 	 帝京大学医学部付属病院外傷センター　茂木　沙織
後期③-3	 当院における骨盤輪骨折に対する経カテーテル的動脈塞栓術の検討	
	 	 沖縄県立中部病院外傷センター　堀江　博司
後期③-4	 大腿動脈損傷後の皮下血腫に対して NPWT を施行し良好に経過した一例	
	 	 医療法人徳洲会札幌東徳洲会病院救急科　佐藤　洋祐
後期③-5	 ヘリ搬送にて70km 遠方で受傷した右前腕完全切断を受傷 １ 時間で病院搬入できた １ 例	
	 	 湘南鎌倉総合病院外傷センター　吉田　直記

１4：00～１4：５0 
研修医セッション① 

座長：秋田大学救急・集中治療医学講座　中永士師明
　　　岩手県立久慈病院救命救急科　皆川　幸洋

研①-1	 肺水腫を合併した胸部外傷の １ 症例	
	 	 飯塚病院集中治療部　藤本得宮子
研①-2	 CPA の原因として「頭部外傷・脊髄損傷」と「SSS」の両方を疑った一例	
	 	 健和会大手町病院　梁　　豪晟
研①-3	 頸髄損傷に伴う高カリウム血症と他合併症との関連	
	 	 松戸市立総合医療センター　杉本　桃子
研①-4	 外傷性脾損傷15例の検討	
	 	 三豊総合病院卒後臨床研修センター　川田　知佳
研①-5	 腹膜前ガーゼパッキングは深部静脈血栓症や殿筋壊死の発症を有意に増やさない	
	 	 大阪急性期総合医療センター救急診療科	/　　　　　　

大阪大学附属病院高度救命救急センター　水谷　亮輔
研①-6	 爆傷による顔面損傷の １ 例	
	 	 近畿大学医学部附属病院総合医学教育研修センター　福田　隆人

１５：00～１５：40 
研修医セッション② 

座長：久留米大学病院高度救命救急センター　山下　典雄
　　　日本医科大学高度救命救急センター　増野　智彦

研②-1	 人工呼吸離脱後に認めた Stove-in	chest に対して外科的肋骨固定術を施行した １ 症例	
	 	 飯塚病院集中治療部　北村　　聡
研②-2	 心筋梗塞ステント留置21日後に抗血小板療法を ４ 日間中止した墜落外傷の １ 例	
	 	 加古川中央市民病院診療部救急科　松濱　考志
研②-3	 出血部位の同定とコントロールに難渋した横隔膜損傷，腎動静脈損傷の １ 救命例	
	 	 香川県立中央病院　奥田龍一郎
研②-4	 保存的に治療した杙創による膀胱損傷の １ 例	
	 	 近畿大学医学部附属病院総合医学教育研修センター　久家沙希那
研②-5	 交通事故を繰り返した運転手の事故原因が神経疾患と判明した ２ 例	
	 	 大阪警察病院臨床研修医指導センター　佐藤　　智



１５：５0～１６：30 
一般口演１0 

「骨盤外傷①」
座長：明理会中央総合病院整形外科　大泉　　旭

　　　埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　根本　　学
O10-1	 当院における骨盤輪骨折の合併損傷に関する検討	
	 	 大分大学医学部附属病院高度救命救急センター　野谷　尚樹
O10-2	 高齢者における骨盤輪骨折についての検討	
	 	 久留米大学病院医学部整形外科学教室　松尾　篤志
O10-3	 脆弱性骨盤輪骨折 Rommens 分類 ３ a に対する脊椎インストゥルメントを用いた内固定法	
	 	 済生会福岡総合病院整形外科　松垣　　亨
O10-4	 当院における高齢者骨盤輪骨折の治療成績	
	 	 会津中央病院外傷再建センター　水野　洋佑
O10-5	 下部尿路損傷を伴う骨盤輪損傷の治療戦略	
	 	 岡山大学大学院医歯薬総合研究科地域救急・災害医療学講座　山川　泰明

１６：30～１７：１0 
一般口演１１ 

「骨盤外傷②」
座長：佐久総合病院佐久医療センター救命救急センター　田中　啓司

　　　筑波メディカルセンター病院救命救急センター　河野　元嗣
O11-1	 経カテーテル動脈塞栓術を施行した骨盤骨折症例166例における合併症の検討	
	 	 太田西ノ内病院救命救急センター　石田　時也
O11-2	 骨盤骨折の TAE 後の臀筋壊死発症率	-24時間待機 IVR チームとの協働の有用性-	
	 	 岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター　三宅　喬人
O11-3	 寛骨臼骨折術後の成績不良因子の検討	
	 	 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科整形外科　清野　正普
O11-4	 転倒による骨盤骨折症例の検討	
	 	 手稲渓仁会病院救命救急センター　清水　隆文
O11-5	 安定型骨盤骨折に extravasation の評価は必要か？	
	 	 公立豊岡病院但馬救急救命センター　原　　卓也

１７：１0～１７：５0 
一般口演１2 

「リハビリテーション，その他」
座長：済生会千里病院千里救命救急センター　林　　靖之

　　　日本医科大学付属病院高度救命救急センター　辻井　厚子
O12-1	 重症頭部外傷患者の機能予後に影響を与える因子の検討	
	 	 北里大学病院リハビリテーション部　宮崎　道輝
O12-2	 筋電気刺激装置を用いた筋萎縮予防の有効性に関する無作為比較試験プロトコール	
	 	 国立国際医療研究センター病院　山本真貴子
O12-3	 初療室で終末期を迎える重症外傷患者家族のケア	
	 	 近畿大学医学部附属病院看護部救命救急センター　山田　妙子
O12-4	 CNS-FACE を使用し危機的状態にある重症外傷患者家族のニードを把握した関わり	
	 	 近畿大学医学部附属病院看護部救命救急センター　阿部　健太



O12-5	 紛争地域での銃創症例の診療経験	
	 	 国境なき医師団	/	宇治徳州会病院　日並　淳介

第 ７ 会場（Room J）

９ ：00～ ９ ：40 
一般口演１3 

「頚部外傷」
座長：名古屋掖済会病院救命救急センター　北川　喜己

　　　さいたま赤十字病院高度救命救急センター　清田　和也
O13-1	 歯科治療後に頚胸部気腫を合併した妊婦の一例	
	 	 順天堂大学医学部附属静岡病院救急診療科　石川　浩平
O13-2	 切迫心停止から救命し得た頸部刺創（Zone3）による内外頸動脈分岐部離断の １ 例	
	 	 東京女子医科大学東医療センター救命救急センター　齋田　文貴
O13-3	 後咽頭間隙血腫の １ 例	
	 	 千葉県救急医療センター　藤芳　直彦
O13-4	 治療戦略上で CT 撮影が有用であった頸部刺創の １ 例	
	 	 弘前大学大学院医学研究科救急災害医学　山村　　仁
O13-5	 自傷行為による咽頭刺創の １ 例	
	 	 高知赤十字病院救命救急センター　山本祐太郎

９ ：40～１0：５0 
一般口演１4 

「高齢者外傷」
座長：武蔵野赤十字病院救命救急センター　須崎紳一郎

　　　大阪市立総合医療センター救命救急センター　有元　秀樹
O14-1	 ICU での治療を要した90歳以上の外傷患者の検討	
	 	 飯塚病院集中治療部　小西　良一
O14-2	 当院における超高齢者の重症頭部外傷のまとめ	
	 	 徳島赤十字病院高度救命救急センター救急部　吉岡　勇気
O14-3	 当院における高齢者上位頚椎骨折の検討	
	 	 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　重田　健太
O14-4	 高齢重症患者の特徴についての検討	
	 	 京都第一赤十字病院救命救急センター救急科　竹上　徹郎
O14-5	 当院における高齢者多発外傷の状況	
	 	 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　大谷　義孝
O14-6	 超高齢者の自殺企図による成傷器遺残頚部刺創の一救命例	
	 	 太田西ノ内病院外科	/	太田西ノ内病院救命救急センター　松本　　亮
O14-7	 発見が遅れ，高齢であったが肋骨固定術により良好な経過をたどった flail	chest の １ 例	
	 	 名古屋徳洲会総合病院外科　松居　亮平
O14-8	 転倒を契機とした高齢者の外傷性肝損傷 IIIb に対し，非手術療法を行った １ 例	
	 	 新潟大学医歯学総合研究科消化器・一般外科　滝沢　一泰



１0：５0～１１：５0 
一般口演１５

「四肢外傷①」
座長：山梨県立中央病院整形外科　岩瀬　弘明

　　　兵庫県立西宮病院救命救急センター　鴻野　公伸
O15-1	 外科医が四肢の外傷を診る	-	国境なき医師団の派遣経験から	
	 	 貢川整形外科病院	/	国境なき医師団　安藤　恒平
O15-2	 軟部組織合併症を許さない Pilon 骨折の段階的内固定	
	 	 会津中央病院外傷再建センター　佐藤　俊介
O15-3	 外傷による急性コンパートメント症候群の検討	
	 	 沖縄県立中部病院外傷センター　池間　正英
O15-4	 大腿骨近位部・骨幹部の複合骨折の治療戦略	
	 	 神戸赤十字病院整形外科　大森　貴夫
O15-5	 開放骨折 Gustilo	type	IIIb に対する局所陰圧閉鎖療法は術後合併症の低下に寄与したか	
	 	 北里大学病院救命救急・災害医療センター　笠原　　峻
O15-6	 足関節後果骨折に対するプレート固定～アプローチ法による違い～	
	 	 福岡県済生会福岡総合病院救命救急センター救急科　中村　周道
O15-7	 鈍的大腿静脈損傷に対し保存的治療で経過をみた一例	
	 	 兵庫県立加古川医療センター救命救急センター救急科　清水　裕章

１4：00～１５：00 
一般口演１６ 

「四肢外傷②」
座長：帝京大学医学部附属病院外傷センター　黒住　健人

　　　三重大学医学部附属病院救急科　武田　多一
O16-1	 多施設で連携し救肢・機能改善を図った重度上肢外傷の １ 例	
	 	 岡山市立市民病院整形外科　木浪　　陽
O16-2	 フードプロセッサーにより受傷した右手不全切断の １ 小児例	
	 	 横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター	/　　　　　　

横浜市立大学医学部救急医学教室　嶽間澤昌泰
O16-3	 交通外傷で受傷した外傷性股関節前方脱臼の ２ 例	
	 	 兵庫県災害医療センター整形外科　山下　良祐
O16-4	 下肢鋭的外傷後に航空機内にて仮性動脈瘤破裂を起こした １ 例	
	 	 福岡大学病院救命救急センター　入江　悠平
O16-5	 大腿骨近位部骨折術後に生じた仮性動脈瘤の １ 例	
	 	 八戸赤十字病院	/	岩手医科大学整形外科学講座　楊　　寛隆
O16-6	 外傷性足部コンパートメント症候群の １ 例	
	 	 札幌徳州会病院整形外科外傷センター　佐藤　和生
O16-7	 Bilateral	luxatio	erecta：a	case	report
	 	 山梨県立中央病院救命救急センター　跡部かおり

１５：00～１６：00 
一般口演１７ 

「IVR・NOM」
座長：近畿大学医学部附属病院救命救急センター　丸山　克之



　　　千葉大学医学部附属病院救急科・集中治療部　松村　洋輔
O17-1	 当院における鈍的脳血管損傷に対する血管内治療経験	
	 	 山梨県立中央病院救命救急センター　川島　佑太
O17-2	 外傷性膵仮性嚢胞内出血に対し VA-ECMO 作動下で TAE を施行した １ 例	
	 	 帝京大学医学部附属病院放射線科　横山　太郎
O17-3	 腎動脈解離に対してステント留置を行い血行再建を行った一例：症例報告	
	 	 福井県立病院救命救急センター　狩野　謙一
O17-4	 墜落外傷による骨盤骨折に大量血胸を合併し二度の TAE により救命しえた １ 例	
	 	 京都第一赤十字病院救命救急センター救急科　八幡　宥徳
O17-5	 腹膜内膀胱破裂に対して NOM 管理し， ２ 年後に同部位で自然再破裂を来した症例	
	 	 沖縄県立中部病院泌尿器科　八木橋祐亮
O17-6	 経動脈的塞栓術を要した性交関連外陰部血腫の一例	
	 	 高知医療センター放射線科　大西　伸也
O17-7	 出血素因のある患者における extravasation を伴う軟部組織損傷の TAE の有効性	
	 	 堺市立総合医療センター救急外科　薬師寺秀明

１６：00～１７：１0 
一般口演１8 

「小児外傷」
座長：独立行政法人国立国際医療研究センター病院救急科　萩原　章嘉

　　　東京都立多摩総合医療センター救命救急センター　清水　敬樹
O18-1	 小児における歩行中と自動車乗車中の交通事故の特徴の違い	
	 	 静岡県立こども病院小児集中治療科　小林　　匡
O18-2	 CT 異常を認める軽症小児頭部単独外傷の disposition を考える	
	 	 神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター　水　　大介
O18-3	 小児鈍的腹部外傷における転院搬送症例の検討	
	 	 横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター	/　　　　　　

横浜市立大学大学院医学研究科外科治療学　高橋　　航
O18-4	 小児の外傷性肝損傷および脾損傷の自然経過と診療パターン：多施設後ろ向き観察研究	
	 	 沖縄県立中部病院外科　桂　　守弘
O18-5	 小児膵損傷 ３ 例の検討	
	 	 徳島県立中央病院救急外科・外傷センター　大村　健史
O18-6	 小児の腹腔内膀胱損傷に対し保存的加療を選択し治癒した １ 例	
	 	 横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター	/　　　　　　

横浜市立大学医学部救急医学教室　余湖　直紀
O18-7	 救急外来を受診する小児骨形成不全症患者の骨折は帰宅可能か	
	 	 あいち小児保健医療総合センター救急科　石川祥一朗
O18-8	 迅速かつ適切な病院前活動と病院間連携により転帰改善が得られた幼児脊髄損傷の １ 例	
	 	 りんくう総合医療センター・大阪府泉州救命救急センター　安達　晋吾

１７：１0～１７：５0 
一般口演１９ 

「外傷初期診療」
座長：帝京大学医学部附属病院救急科（高度救命救急センター）　石川　秀樹

　　　温知会会津中央病院救命救急センター救急科　小林　辰輔



O19-1	 当院における馬による外傷症例についての検討	
	 	 済生会滋賀県病院救急集中治療科　加藤　文崇
O19-2	 搬送後のバックボードはいつ，誰がアンパッケージするのか？	
	 	 橋本市民病院救急科　北山　淳一
O19-3	 外傷 CPA の蘇生術における緊張性血気胸に対する意識の差：一般外科医，救急医，外傷医	
	 	 深谷赤十字病院救命救急センター・外傷センター　中込圭一郎
O19-4	 手術室でなく，Hybrid-ER で手術を行った方がよいのはどのような症例か	
	 	 済生会横浜市東部病院救命救急センター　廣江　成欧
O19-5	 外傷初期診療における消費性凝固障害の予測因子の検討	
	 	 済生会横浜市東部病院救命救急センター　倉田　早織



第32回日本外傷学会日程表

第 2 日目　 ６ 月22日（金）

第 １ 会場（Room A）

９：00～１0：00 
教育講演 2（外傷教育セミナー）

「体幹部外傷の最新の診療」
	 座長：島根大学医学部 Acute	Care	Surgery 講座　渡部　広明 

	 胸部外傷	
	 	 沖縄県立中部病院外科・心臓血管外科　本竹　秀光	
	 重症腹部外傷を救い上げるためには？	
	 	 公立豊岡病院但馬救命救急センター　小林　誠人

１0：00～１１：５0
ワークショップ2 

「私達の Trauma team」
座長：長崎大学病院高度救命救急センター　田㟢　　修

手稲渓仁会病院救命救急センター　奈良　　理
W2-1	 横浜市重症外傷センターにおける Trauma	team	
	 	 横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター	/　　　　　　

横浜市立大学大学院医学研究科外科治療学　加藤　　真
W2-2	 重症外傷症例における院内での体制構築とその運用	
	 	 京都第二赤十字病院救命救急センター　石井　　亘
W2-3	 当院における外傷診療体制	
	 	 長崎大学病院救命救急センター　猪熊　孝実
W2-4	 当院の Trauma	team の現状	
	 	 宮崎大学医学部外科　河野　文彰
W2-5	 トラウマコード運用 ６ 年を経過して～ IVR や画像診断を積極活用する新時代の外傷診療	
	 	 聖マリアンナ医科大学放射線医学　昆　　祐理
W2-6	 Hybrid	ER における新たなチーム医療～多面的アプローチによる外傷初期診療の最適化～	
	 	 大阪急性期・総合医療センター高度救命救急センター　松田　宏樹
W2-7	 当センターにおける外傷チーム	
	 	 佐賀大学医学部先進外傷治療学・外傷外科	/　　　　　　

佐賀大学医学部附属病院高度救命救急センター　永嶋　　太
W2-8	 当院の Acute	Care	Surgery	チームの特徴と課題	
	 	 順天堂大学医学部附属浦安病院救急診療科　近藤　　豊
W2-9	 看護師から見た高度外傷センター設置に伴う trauma	team 構築	
	 	 島根大学医学部附属病院救命救急センター　森山詠美子
W2-10	 トラウマコード運用開始 ６ 年を経過して～コメディカルの立場からの取り組み～	
	 	 聖マリアンナ医科大学病院画像センター　高倉　永治
W2-11	 国境なき医師団	-	外科	
	 	 貢川整形外科病院	/	国境なき医師団　安藤　恒平



１3：00～１4：00 
特別講演 １

座長：近畿大学医学部救急医学教室　村尾　佳則 
	 ベストで挑むための準備とメンタルコントロール	
	 	 プロ野球解説者　桑田　真澄

１4：00～１５：00 
教育講演 3（救急科領域講習）

「Trauma IVR・四肢骨盤外傷の最新の診療」
座長：聖マリアンナ医科大学放射線医学講座　中島　康雄 

	 Trauma	IVR のコツ	
	 	 済生会横浜市東部病院救命救急センター　船曵　知弘	
	 重症四肢骨盤外傷の治療における最近の進歩	
	 	 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　井口　浩一

１５：00～１６：20 
ワークショップ 3  

「私達の Trauma call, ACS call」
座長：深谷赤十字病院救命救急センター　金子　直之

　　　日本医科大学付属病院高度救命救急センター　金　　史英
W3-1	 早く来てくれ！スタッフ招集−他職種緊急召集システムの効果−	
	 	 島根大学医学部附属病院高度外傷センター　岡　　和幸
W3-2	 当センターの体幹部ショック外傷に対するトラウマコール	
	 	 山梨県立中央病院救命救急センター　岩瀬　史明
W3-3	 トラウマコールの功罪	
	 	 熊本赤十字病院外傷外科　堀　　耕太
W3-4	 外傷専門医不在の地域救命救急センターにおける外傷コール	
	 	 三豊総合病院地域救命救急センター外科　松本　尚也
W3-5	 当院での外傷診療体制～ Trauma	call と ACS	team ～	
	 	 徳島県立中央病院救急外科 Acute	Care	Surgery	Team　佐尾山裕生
W3-6	 大学病院での Acute	Care	Surgery 実践のための外科系各科および多職種連携の取り組み	
	 	 東京女子医科大学東医療センター救命救急センター救急医療科　庄古　知久
W3-7	 市中病院の外傷チーム形成に参考にしてほしい事	
	 	 健和会大手町病院外科　三宅　　亮

１６：20～
閉会式
	 	 第32回日本外傷学会総会・学術集会会長　村尾　佳則

第 2 会場（Room B-１）

９：00～９：30 
KST 会長講演

座長：東京大学大学院医学系研究科救急科学　森村　尚登 



	 Medical	Services	for	the	Winter	Olympic	Game	
	 	 Yonsei	University　Kang	Hyun	Lee	

９ ：30～１0：40 
Japan-Korea Trauma Symposium 2 

「From bench to bedside in trauma」
座長：Seoul	National	University	Bundang	Hospital　Ho-Seong Han

国際医療福祉大学　平澤　博之 
JKS2-1	 	Fliud	resuscitation	and	massive	transfusion	:	From	bench	to	bedside	in	trauma
	 	 Department	of	Emergency	Medicine	Korea	University	Guro	Hospital　Young-Hoon	Yoon
JKS2-2	 Promising	Novel	Therapy	with	Hydrogen	Gas	for	Hemorrhagic	Shock
	 	 Department	of	Emergency	and	Critical	Care	Medicine,	　　　　　　　　　

School	of	Medicine,	Keio	University　Tadashi	Matsuoka
JKS2-3	 	For	Treatment	of	Blast	Induced	Mild	Traumatic	Brain	Injury	-	Establishment	of	the	

Focused	Exposure	to	the	Head	Experimental	Model
	 	 Department	of	Traumatology	and	Acute	Critical	Medicine,　　　　　　　　　

Osaka	University	Graduate	School	of	Medicine　Hiroshi	Matsuura
JKS2-4　　Recent	strategy	for	development	of	stem	cell	to	treat	spinal	cord	injury
	 	 Asan	Medical	Center,	University	of	Ulsan,	College	of	Medicine　Jin	Hoon	Park

１0：５0～１１：５0 
招待講演 3 　　共催：アムコ株式会社

座長：東北大学救急医学　久志本成樹 
	 	Roadmap	towards	improved	survival	in	acute	trauma-hemorrhage	and	TIC：Basic		

concepts	and	the	European	Trauma	Guideline
	 	 Cologne-Merheim	Medical	Center,	University	of	Witten-Herdecke,	Cologne,	Germany	

Marc	Maegele	

１2：00～１2：５0 
ランチョンセミナー 4 　　共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

座長：大阪医大救急医学教室教授　高須　　朗 
	 	一地方救命センターにおける Acute	Care	Surgery に対する取り組みと工夫		

−手術をどこで行うか？ いかに迅速に手術を完結させるか？−	
	 	 和歌山県立医科大学高度救命救急センター　上田健太郎	
	 腹腔鏡下大腸切除術の最新診断技術と手技について−当施設における取り組み−	
	 	 近畿大学外科学教室　上田　和毅

１4：00～１５：00 
招待講演 4

座長：防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　齋藤　大蔵 
	 Blast	injury	and	Landmines	:	Weapons	of	Mass	Destruction	in	slow	motion
	 	 University	of	the	Witwatersrand,	Johannesburg	Area,	South	Africa　Kenneth	D	Boffard	



１５：00～１６：１0 
パネルディスカッション ９

「銃創・爆傷に対する救急救護と救命治療」
座長：東京医科歯科大学大学院救急災害医学分野　大友　康裕

　　　防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　齋藤　大蔵
PD9-1	 紛争地における銃創・爆傷に対する手術経験の共有	
	 	 仙台厚生病院消化器外科	/	国境なき医師団外科医　池田　知也
PD9-2	 米国での銃創手術症例から考える Advanced	Trauma	Life	Support の実際	
	 	 慶應義塾大学医学部救急医学　山元　　良
PD9-3	 有事における救急救護	
	 	 陸上自衛隊衛生学校　後藤　義孝
PD9-4	 わが国における事態対処医療の必要性と普及に向けた取り組みについて	
	 	 防衛医科大学校病院救急部	/　　　　　　

防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　関根　康雅
PD9-5	 コンソーシアム主体のメディカルラリー開催のすすめ	
	 	 高知医療センター消化器外科　齋坂　雄一
PD9-6	 銃創・爆傷への対応力向上の取り組み	
	 	 山梨県立中央病院救命救急センター	/	MCLS 大量殺傷型テロ対応セミナー　井上　潤一
PD9-7	 銃創・爆傷に対する病院の備え：大量殺傷型テロ対応病院コースの開発について	
	 	 鳥取大学医学部救急災害医学	/　　　　　　

日本集団災害医学会 MCLS 運営委員会テロ対応セミナー病院コース WG　本間　正人

第 3 会場（Room B-2）

９ ：00～１0：５0 
パネルディスカッション１0 

「大量出血を伴う骨盤骨折症例の治療戦略」
座長：総合大雄会病院運動器再建・外傷センター　新藤　正輝

東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター・ER センター　加地　正人
PD10-1	 骨盤骨折治療フローチャートなんて要らない	
	 	 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　原　　義明
PD10-2	 大量出血を伴う骨盤骨折症例の治療戦略−地方のアクティブな救命救急センターの場合−	
	 	 福山市民病院救命救急センター救急科　柏谷　信博
PD10-3	 重症骨盤骨折を伴う外傷に対するチーム連携の必要性と課題	
	 	 順天堂大学医学部附属静岡病院救急診療科　大森　一彦
PD10-4	 Hybrid	ER における重症骨盤骨折の止血戦略	
	 	 大阪急性期・総合医療センター高度救命救急センター　渡邊　　篤
PD10-5	 Hybrid	ER と重傷骨盤骨折	
	 	 東京都立墨東病院高度救命救急センター　西田　匡宏
PD10-6	 当院における大量出血を伴う骨盤骨折患者に対する治療戦略	
	 	 大分大学医学部高度救命救急センター　金崎　彰三
PD10-7	 骨盤骨折に伴う出血性ショックへの REBOA と DCIR のハイブリッド戦略	
	 	 済生会横浜市東部病院救命救急センター　折田　智彦



PD10-8	 当センターで施行した骨盤ガーゼパッキング63例の検討	
	 	 兵庫県災害医療センター高度救命救急センター　松山　重成
PD10-9	 大量出血を伴う骨盤骨折に対する濃縮フィブリノゲン製剤の先制投与	
	 	 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　井口　浩一
PD10-10	 若年骨盤骨折例における血管造影の有用性；日本外傷データバンクを用いた解析	
	 	 大阪大学大学院医学系研究科救急医学　片山　祐介
PD10-11	 重症骨盤骨折に対する集学的止血戦略～ IVR の観点から～	
	 	 北里大学医学部救命救急医学	/	聖マリアンナ医科大学心臓血管外科　丸橋　孝昭

１0：５0～１１：５0 
IVR 学会ジョイントセッション

「IVR の基礎を放射線科で学ぶ必要性：本音を聞く」
司会：帝京大学医学部放射線科学講座　近藤　浩史

慶應義塾大学医学部放射線診断科　井上　政則
コメンテータ：島根大学医学部附属病院高度外傷センター　渡部　広明 

	 IVR を独立して行えるようになるには放射線科での研修が重要となる	
	 	 東京ベイ・浦安市川医療センター救急集中治療科	/	IVR 科　舩越　　拓
	 救急 IVR について−救急医を志しながら，放射線科医に進んだ立場の意見−	
	 	 済生会宇都宮病院　八神　俊明	
	 救急医による NORA-IVR（NOn-Radiologist	Alternative	IVR）は是か非か？	
	 	 山梨県立中央病院救急科　小林　辰輔	
	 救急医を受け入れている施設から	
	 	 神戸大学医学部附属病院放射線科・血管内治療センター　杉本　幸司

１2：00～１2：５0 
ランチョンセミナー ５ 　　共催：旭化成ゾールメディカル株式会社

座長：山口県立総合医療センター　前川　剛志 
	 重症外傷患者に対する Targeted	Temperature	Management の新たな可能性	
	 	 地方独立行政法人りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター	/　　　　　　	

	 	 香川大学医学部附属病院救命救急センター　切詰　和孝

１4：00～１５：30 
パネルディスカッション１１ 

「最新の医療技術を用いた外傷診療の進歩」
座長：大阪急性期・総合医療センター救急診療科　藤見　　聡

　　　日本医科大学救急医学　松本　　尚
PD11-1	 360°カメラを用いた外傷診療トレーニング	
	 	 日本医科大学千葉北総病院　久城　正紀
PD11-2	 ドクターヘリにおける映像伝送システムを介した蘇生的開胸の治療戦略	
	 	 愛知医科大学医学部救命救急科　津田　雅庸
PD11-3	 迅速な診断と低侵襲治療を目指した脊椎脊髄外傷治療	
	 	 関西医科大学総合医療センター救命救急センター　岩瀬　正顕
PD11-4	 重症外傷に対する緊急手術と術中 IVR によるハイブリッド治療	
	 	 北里大学医学部救命救急医学　片岡　祐一



PD11-5	 Hybrid	ER がもたらす重症外傷診療のイノベーション	
	 	 大阪急性期・総合医療センター救急診療科　渡邊　　篤
PD11-6	 重症体幹部外傷診療におけるハイブリッド ER の有用性	
	 	 社会医療法人緑泉会米盛病院　畑　　倫明
PD11-7	 dual-room 型 hybrid	ER を用いた救急 IVR 医教育への取り組み	
	 	 関西医科大学救急医学講座　寺嶋　慎也
PD11-8	 ハイブリッド ER における PS と SS の模索	
	 	 済生会横浜市東部病院救命救急センター　船曵　知弘
PD11-9	 頭部外傷における再生医療は新たな治療戦略となるか−ラット減圧開頭モデルによる検討	
	 	 日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野　横堀　將司

１５：30～１６：１0 
一般口演20 

「頭部外傷③」
座長：国家公務員共済組合連合会立川病院　並木　　淳

社会福祉法人恩賜財団	済生会滋賀県病院救命救急センター・救急集中治療科　塩見　直人
O20-1	 重症頭部外傷による外減圧後に水頭症を呈し治療に苦慮した １ 例	
	 	 東海大学医学部脳神経外科学　堀田　和子
O20-2	 Peritentorial	acute	subdural	hematoma の一例	
	 	 福岡東医療センター脳神経外科　保田　宗紀
O20-3	 外傷性くも膜下出血受傷後に脳梗塞とびまん性脳損傷を呈した １ 例	
	 	 東京慈恵会医科大学附属柏病院救命救急センター　卯津羅雅彦
O20-4	 昏睡状態で緊急手術をした急性硬膜下血腫で術直後対側に急性硬膜下血腫を発症した一例	
	 	 医療法人健康会霧島記念病院脳神経外科　坂元　健一
O20-5	 頭部外傷後の脳血管攣縮により脳梗塞を来した自験 ２ 例の検討	
	 	 日本医科大学付属病院救命救急科　佐々木和馬

第 4 会場（Room C-１）

９：00～１0：20 
委員会企画（多施設臨床研究委員会）

「日本外傷学会の推進する多施設臨床研究」
座長：東北大学救急医学　久志本成樹

　　　亀田総合病院　白石　　淳
CO-1	 多施設臨床研究の推進にむけて	
	 	 東北大学救急医学　久志本成樹
CO-2	 外傷急性期における制限輸血戦略を RCT で検証する	
	 	 北海道大学病院先進急性期医療センター　早川　峰司
CO-3	 	外傷早期の凝固線溶障害と治療・転帰との関連を解明するための多施設共同観察研究	2

（J-OCTET2）
	 	 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科　小倉　崇以
CO-4	 	外傷患者のヘパリン起因性血小板減少症（heparin-induced	 thrombocytopenia：HIT）発症

と HIT 抗体陽性化のメカニズムを探る前向き観察研究	
	 	 東北大学病院高度救命救急センター　藤田　基生



CO-5	 	体幹部外傷による外傷性出血性ショックおよび心停止における大動脈内バルーン遮断に対す
る前向き観察研究	

	 	 千葉大学大学院医学研究院救急集中治療医学　松村　洋輔

１0：40～１１：５0 
パネルディスカッション１2 

「多発外傷に伴う重度四肢外傷救肢の光と闇」
座長：湘南鎌倉総合病院外傷センター　土田　芳彦

　　　日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　原　　義明
PD12-1	 修復不能な脛骨神経の断裂を合併した症例の治療経過＝救肢か切断か＝
	 	 佐賀県医療センター好生館整形外科・外傷センター　屋良　卓郎
PD12-2	 多発外傷に伴う重度四肢外傷，切断適応の基準は？	
	 	 山梨県立中央病院整形外科　岩瀬　弘明
PD12-3	 重度大腿部阻血性外傷に対する患肢温存の限界と適応	
	 	 埼玉医大総合医療センター高度救命救急センター　森井　北斗
PD12-4	 当院で治療した重症外傷を伴う下腿以遠開放骨折の検討	
	 	 堺市立総合医療センター救命救急センター　川本　匡規
PD12-5	 重度下肢開放骨折受傷 １ 年後の患者自己申告型評価　救肢と切断の比較	
	 	 帝京大学医学部附属病院外傷センター　石井　桂輔
PD12-6	 四肢再建外科医から診た多発外傷に伴う重度四肢外傷治療	
	 	 順天堂大学医学部附属浦安病院　鈴木　雅生
PD12-7	 多発外傷に伴う重度四肢外傷の機能的救肢は，再建専門医の早期対応により成就する	
	 	 湘南鎌倉総合病院外傷センター　土田　芳彦

１2：00～１2：５0
ランチョンセミナー ６ 　共催：キヤノンメディカルシステムズ株式会社

座長：関西医科大学総合医療センター救急医学科　中森　　靖
	 Hybrid	ER における外傷初期診療の最適化と標準化
	 	 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　木下　喬弘
	 Hybrid	ER から Dual-room	Hybrid	ER へ　～日本の救急医療のニーズに応える初療室～
	 	 関西医科大学総合医療センター救急医学科　和田　大樹

１4：00～１５：１0 
パネルディスカッション１3 

「基礎研究から臨床への応用　ー未来を語るー」
座長：岐阜大学医学部附属病院高次救命治療センター　小倉　真治

　　　福岡大学医学部救命救急医学講座　石倉　宏恭
PD13-1	 組織損傷における全身性炎症の自然免疫受容体発現パターン	
	 	 長崎大学病院救命救急センター　田島　吾郎
PD13-2	 Ischemic	preconditioning（IPC）の肝阻血に対する影響	
	 	 近畿大学医学部外科　橋本　直樹
PD13-3	 細胞選択的ホーミングペプチドを用いた脊髄損傷に対する新規治療法の開発	
	 	 岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター　土井　智章
PD13-4	 院内採血輸血（いわゆる生血輸血）を必要とする場面が未だ国内に存在する	
	 	 沖縄県立南部医療センター・こども医療センター救命救急センター　梅村　武寛



PD13-5	 凝固障害を伴う外傷性大量出血への血小板代替物や赤血球代替物を用いた止血救命戦略	
	 	 防衛医大・免疫微生物　木下　　学
PD13-6	 外傷患者に人工血液を使える日はいつか−人工赤血球の現況と展望	
	 	 日本医科大学高度救命救急センター　増野　智彦

１５：１0～１６：00 
一般口演2１ 

「病院前外傷診療」
座長：順天堂大学医学部附属静岡病院救急診療科　柳川　洋一

　　　東京慈恵会医科大学附属柏病院救命救急センター　卯津羅雅彦
O21-1	 湘南地区独自のスケールである病院前外傷重症度判断 Grade 分類の妥当性の検討	
	 	 東海大学救命救急医学　若井慎二郎
O21-2	 Whole	body	CT	時代の病院前における骨盤骨折の判断に関する検討	
	 	 順天堂大学医学部附属静岡病院救急診療科　長澤　宏樹
O21-3	 病院前診療後に搬送先からの短時間での追加転院を要した外傷症例の特徴	
	 	 兵庫県災害医療センター救急部　菊田　正太
O21-4	 外傷診療における奈良県ドクターヘリによる時間的効果に関する検討	
	 	 奈良県立医科大学高度救命救急センター　福島　英賢
O21-5	 外傷における病院前と病院間の情報共有を考える	
	 	 高知医療センター救命救急センター　野島　　剛
O21-6	 多数刺創傷病者に対する効果的な圧迫止血方法を考える～津久井やまゆり園事件から～	
	 	 北里大学医学部救命救急医学　服部　　潤

第 ５ 会場（Room C-2）

９：00～１0：00 
一般口演22 

「胸部外傷②」
座長：和歌山県立医科大学救急集中治療医学講座・高度救命救急センター　上田健太郎

　　　聖マリアンナ医科大学救急医学　平　　泰彦
O22-1	 武力紛争やその他の暴力による外傷に対する，資源が制限された中での胸部外傷診療	
	 	 国境なき医師団	/	新座志木中央総合病院外科　吉野　美幸
O22-2	 当院における鈍的外傷性胸部大動脈損傷の症例検討	
	 	 国立病院機構仙台医療センター救急科　三宅のどか
O22-3	 Foley カテーテルで止血した鋭的胸壁損傷の一例	
	 	 手稲渓仁会病院　大西　新介
O22-4	 Trauma	IVR により救命し得た肺動脈損傷の １ 症例	
	 	 岡山大学病院高度救命救急センター　山田　太平
O22-5	 外傷性内胸動脈損傷の治験例	
	 	 巨樹の会新武雄病院総合救急科　堺　　正仁
O22-6	 遅発性大動脈損傷の予防目的に肋骨切除を行った １ 例	
	 	 済生会横浜市東部病院救急部　明石　　卓
O22-7	 来院時心停止の状態で搬送された外傷性冠動脈解離の １ 例	
	 	 千葉大学医学部附属病院救急科・集中治療部　田中久美子



１0：00～１１：00 
一般口演23 

「胸部外傷③」
座長：東京女子医科大学東医療センター救急医療科　庄古　知久

　　　川口市立医療センター救命救急センター　小川　太志
O23-1	 当院における胸骨骨折症例の検討	
	 	 中頭病院救急科　間山　泰晃
O23-2	 胸椎脱臼骨折に合併した胸管損傷の一手術例	
	 	 山梨県立中央病院救命救急センター　萩原　一樹
O23-3	 大腸閉塞を伴った遅発性外傷性横隔膜ヘルニアの １ 例	
	 	 会津中央病院外科	/	日本医科大学付属病院消化器外科　赤間　悠一
O23-4	 胸部外傷に対して胸腔鏡補助下血腫除去術を行った ２ 例	
	 	 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　石木　義人
O23-5	 重症肺挫傷での体外式肺補助（ECMO）使用経験	
	 	 山梨県立中央病院救命救急センター　原田　　薫
O23-6		 肺気腫を合併した外傷性両側気胸・多発肋骨骨折に対し集学的治療により軽快した一例	
	 	 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　松岡　信子
O23-7		 胸部刺創による左横隔膜損傷に対して腹腔鏡を用いて修復した １ 例	
	 	 済生会横浜市東部病院救急部　藤田　将司

１１：00～１１：５0 
一般口演24 

「腹部外傷③」
座長：公立豊岡病院組合立豊岡病院但馬救命救急センター　小林　誠人

　　　東京都済生会中央病院救急診療科　関根　和彦
O24-1	 当院における鈍的外傷による腸管損傷の特徴	
	 	 横浜市立みなと赤十字病院救命救急センター　高橋　哲也
O24-2	 当施設における diagnostic	peritoneal	lavage（DPL）の現状	
	 	 川口市立医療センター救命救急センター　小川　太志
O24-3	 Bowel	Injury	Prediction	Score の有用性の検討	
	 	 済生会宇都宮病院救急科　鯨井　　大
O24-4	 当センターにおける鈍的腸管・腸間膜損傷症例の検討：手術適応とタイミング	
	 	 和歌山県立医科大学附属病院高度救命救急センター　置塩　裕子
O24-5	 腹部鈍的外傷による胃破裂の ２ 例	
	 	 北九州市立八幡病院救命救急センター外科　山吉　隆友
O24-6	 腹部外傷に伴う遅発性腸損傷の ２ 例	
	 	 諏訪赤十字病院救急科　西山　和孝

１4：00～１4：５0 
一般口演2５ 

「腹部外傷④」
座長：島根大学救急医学　仁科　雅良

松戸市立総合医療センター救命救急センター　村田　希吉
O25-1	 当院における最近 ６ 年間の鈍的腹部大動脈損傷 ６ 症例の検討	
	 	 福井県立病院救命救急センター　谷崎　真輔



O25-2	 鈍的腹部大血管損傷に対する治療選択の検討	
	 	 国立病院機構仙台医療センター救急科　斉藤　壮矢
O25-3	 Damage	control 手術後，二期的に損傷部を縫合修復した上腸間膜静脈損傷の一例	
	 	 宮崎大学医学部外科学講座　池ノ上　実
O25-4	 縫合修復術を施行した腹部刺創による上腸間膜静脈損傷の １ 例	
	 	 北里大学医学部救命救急医学　花島　　資
O25-5	 肝損傷後の多発性遅発性仮性動脈瘤の治療に難渋した １ 例	
	 	 太田西ノ内病院救命救急センター　森　　佑介
O25-6	 超音波にて詳細に経過を観察しえた Ib 型肝損傷の １ 例	
	 	 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　石井　浩統

１4：５0～１５：40 
一般口演2６ 

「顔面外傷」
座長：大阪市立大学救急医学　西村　哲郎

　　　東京臨海病院救急科　佐藤　秀貴
O26-1	 座位で来院する顔面外傷症例に対する気道管理ストラテジー	
	 	 聖マリアンナ医科大学救急医学　尾崎　将之
O26-2	 下顎骨骨折を伴う症例の気道確保の検討	
	 	 武蔵野赤十字病院救命救急センター　蕪木　友則
O26-3	 顔面外傷における ER での気道確保手技の後方視的検討（はじめから気管切開はありか？）
	 	 聖マリアンナ医科大学救急医学　下澤　信彦
O26-4	 イリザロフ型創外固定器による多発顔面骨骨折整復	
	 	 関西医科大学附属病院　日原　正勝
O26-5	 多発外傷を伴った顔面多発骨折による鼻・口腔内出血に対する止血術	
	 	 兵庫県立西宮病院救急科　林　　伸洋
O26-6	 形成外科のない ２ 次救急病院での顔面外傷の検討	
	 	 勤医協中央病院救急科　田口　　大

第 ６ 会場（Room I）

９：00～１0：00 
一般口演2７ 

「外傷登録・統計・疫学」
座長：荒尾市民病院救急科　松園　幸雅

小田原市立病院救命救急センター　守田　誠司
O27-1	 高エネルギー事故において，四輪車乗員の重症度は乗車位置でどう異なるか？	
	 	 太田西ノ内病院救命救急センター　篠原　一彰
O27-2	 日本外傷データバンクに登録された独歩来院患者の入院期間に関係する因子の検討	
	 	 日本医科大学多摩永山病院救命救急センター　田中　知恵
O27-3	 外傷センター開設と外傷患者の搬送状況に関する地域網羅的解析	
	 	 春回会井上病院　高橋　優二
O27-4	 運動器外傷後の復職に関連する要因	
	 	 帝京大学医学部附属病院外傷センター　石井　桂輔



O27-5	 外傷症例の acute	respiratory	distress	syndrome（ARDS）合併と損傷部位の関係性	
	 	 東京医科歯科大学医学部附属病院救急災害医学分野救命救急センター　吉川　俊輔
O27-6	 労働災害による重症外傷の現実を学会から社会に伝え，職場環境の改善に寄与しよう	
	 	 帝京大学医学部救急医学講座・高度救命救急センター　石川　秀樹
O27-7	 開発途上国における外傷患者登録システムの確立	
	 	 筑波大学附属病院救急・集中治療部	/	筑波大学附属病院国際医療センター	/　　　　　　

筑波大学医学医療系国際社会医学研究室　鈴木　貴明

１0：00～１１：00 
一般口演28 

「集中治療，感染」
座長：東海大学医学部付属病院救命救急医学　猪口　貞樹

　　　国立病院機構大阪医療センター救命救急センター　木下　順弘
O28-1	 ARDS を合併した骨盤骨折に対し，創外固定後，腹臥位にて改善した １ 救命例	
	 	 大垣市民病院救命救急センター　木村　拓哉
O28-2	 外傷患者における VV-ECMO 管理とその準備　	
	 	 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科救急科　藤塚　健次
O28-3	 当院での重症頭部外傷後の Paroxymal	sympathetic	hyperactivity（PSH）の経験	
	 	 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科　生塩　典敬
O28-4	 皮膚欠損を伴う脛骨開放骨折後の深部感染に iMAP を行ってインプラントを温存できた一例	
	 	 千葉大学整形外科　姫野　大輔
O28-5	 下腿開放骨折術後感染に抗菌薬骨髄内投与が奏功した一例	
	 	 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　安藤　光宣
O28-6	 外傷性脾損傷・脾臓摘出後に発症した重症単純ヘルペス感染症の １ 例	
	 	 関西医科大学附属病院高度救命救急センター　尾上　敦規
O28-7	 当院における外傷での人工呼吸器関連肺炎症例の検討	
	 	 愛知医科大学病院救命救急科　富野　敦稔

１１：00～１１：５0 
一般口演2９ 

「病態生理，その他」
座長：大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　小倉　裕司

　　　日本医科大学高度救命救急センター　小笠原智子
O29-1	 ヒト成人を被験者とした群集事故（外傷性窒息）に関する研究	
	 	 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　本村　友一
O29-2	 外傷に起因するイレウス（腸閉塞）に対する高気圧酸素治療の有用性	
	 	 岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター　土井　智章
O29-3	 本院で経験したまむし咬傷のまとめ	
	 	 巨樹の会新武雄病院総合救急科　堺　　正仁
O29-4	 長時間心肺蘇生と低体温療法により救命し得た外傷性窒息の一例	
	 	 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　野村　侑史
O29-5	 乗用車横転事故で鉄柱が腰部を貫通するも臓器損傷を伴わなかった杙創の １ 例	
	 	 愛知医科大学病院救命救急科　丸地　佑樹
O29-6	 鈍的陰嚢外傷による精巣上体単独損傷の １ 例	
	 	 太田西ノ内病院救命救急センター　杉山　拓也



１4：00～１4：５0 
一般口演30 

「骨盤外傷③」
座長：帝京大学医学部附属病院外傷センター　鈴木　　卓

　　　山梨県立中央病院救命救急センター　岩瀬　史明
O30-1	 一期的に観血的治療により，膀胱の損傷を防ぎ得たと考える恥骨結合離開の １ 例	
	 	 福山市民病院救急救命センター整形外科　大野晋太郎
O30-2	 骨盤骨折に合併した Morel-lavallee	lesion に対して治療を要した ２ 例	
	 	 東京慈恵会医科大学付属柏病院整形外科	/	東京慈恵会医科大学整形外科　稲垣　直哉
O30-3	 ガーゼパッキングにより救命し得た不安定型骨盤骨折の １ 例	
	 	 大分大学医学部付属病院高度救急救命センター　坂本　智則
O30-4	 Kloen アプローチを用いて治療した股関節前方脱臼に伴う寛骨臼前壁骨折の １ 例	
	 	 兵庫県立淡路医療センター整形外科　櫻井　敦志
O30-5	 Iliofemoral	approach にて確定的内固定を行った骨盤輪・寛骨臼骨折の ３ 例	
	 	 如水会今村病院整形外科・四肢外傷再建センター　小島　安弘
O30-6	 皮膚壊死を伴う下肢閉鎖性デグロービング損傷に対する治療経験	
	 	 堺市立総合医療センター　山田　元彦

１4：５0～１５：40 
一般口演3１ 

「脊椎・脊髄外傷」
座長：東邦大学医療センター大森病院救命救急センター　本多　　満

　　　関西医科大学総合医療センター脳神経外科　岩瀬　正顕
O31-1	 鈍的頸椎損傷に合併する椎骨動脈損傷症例の検討	
	 	 りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター　中村　洋平
O31-2	 受傷後24時間以内に手術を施行した頚椎・頚髄損傷症例の検討	
	 	 久留米大学病院高度救命救急センター	/	久留米大学整形外科　後藤　雅史
O31-3	 当救命救急センターにおける中下位頸髄損傷治療の検討	
	 	 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　平林　篤志
O31-4	 当院における非骨傷性頸髄損傷の治療成績	
	 	 聖路加国際病院脳神経外科　桑本健太郎
O31-5	 強直性脊椎疾患症例における胸腰椎骨折には大動脈損傷を合併しやすい	
	 	 埼玉医科大学総合医療センター救命救急センター　米本　直史
O31-6	 多発外傷例に対する側臥位経皮椎弓根スクリュー法による早期脊椎固定術	
	 	 高知医療センター整形外科　田村　　竜

第 ７ 会場（Room J）

９：00～１0：１0 
一般口演32 

「外傷教育，外傷診療体制」
座長：筑波大学附属病院救急・集中治療部　井上　貴昭

　　　国立研究開発法人国立国際医療研究センター病院　佐々木　亮



O32-1	 海外の紛争地，災害被災地派遣に備えていかにスキルアップするべきか	
	 	 国境なき医師団日本	/	自治医科大学附属病院消化器一般外科　塩澤　幹雄
O32-2	 インドでの外傷外科手術修練への取り組み	
	 	 大阪市立大学附属病院　野田　智宏
O32-3	 ASSET コース受講者アンケートからみた外傷手術手技教育の有用性の検討	
	 	 東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　本藤　憲一
O32-4	 外傷初期看護にかかわる看護師育成の現状と課題	
	 	 近畿大学医学部附属病院看護部救命救急センター　村上　香織
O32-5	 当院における外傷診療の現状～茨城県南部各三次救命救急センターとの連携～	
	 	 筑波大学附属病院救急・集中治療部　松本　佑啓
O32-6	 横浜市重症外傷センター選定基準の改訂	
	 	 済生会横浜市東部病院救急科　矢島慶太郎
O32-7	 外傷診療成績を経時的に評価する指標の提案	
	 	 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　益子　一樹
O32-8	 銃創外傷の救命治療体制～術中心停止から救命し得た銃創による心肺損傷症例を通じて～	
	 	 北里大学医学部救命救急医学　片岡　祐一

１0：１0～１１：00 
一般口演33 

「チーム医療・他職種連携」
座長：日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　本村　友一

　　　聖路加国際病院　一二三　亨
O33-1	 緊密な病病連携を通じて職場復帰を目指した重症頭部外傷の一例	
	 	 滋賀医科大学附属病院救急・集中治療部　加藤　隆之
O33-2	 外傷看護師トレーニングプログラムによる外傷患者ケア時のチームワークの向上	
	 	 国際医療福祉大学成田看護学部看護学科　浅川　翔子
O33-3	 地域中核病院の重症外傷診療における手術室看護師の役割	
	 	 兵庫県立淡路医療センター中央手術部　大塚　江利
O33-4	 当院における外傷診療体制への取り組み	
	 	 大垣市民病院救命救急センター　木村　拓哉
O33-5	 ER における Damage	control	surgery（DCS）導入への体制構築と多職種連携	
	 	 筑波メディカルセンター病院看護部救急診療外来　内田　里実
O33-6	 ハイブリッド ER における診療放射線技師の役割　−外傷専門放射線技師チームの役割−	
	 	 島根大学医学部附属病院放射線部　金山　秀和

１１：00～１１：40 
一般口演34 

「重症度評価と Damage Control Surgery」
座長：佐賀大学救急医学講座　阪本雄一郎

　　　東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　森下　幸治
O34-1	 当院における Preventable	trauma	death から見た外傷診療成績の検討	
	 	 兵庫県災害医療センター救急部　伊集院真一
O34-2	 地方救命救急センターにおける Damage	Control	Surgery	
	 	 筑波メディカルセンター病院救急診療科　栩木　愛登



O34-3	 非外傷開胸手術時の大量出血に Damage	Control	Surgery を適用した ２ 症例	
聖マリアンナ医科大学救急医学　下澤　信彦

O34-4	 当科で施行した damage	control	surgery の ３ 例	
旭川医科大学外科学講座消化器病態外科学分野　萩原　正弘

１4：00～１4：５0 
一般口演3５ 

「窮地を救ったこの １ 手」
座長：前橋赤十字病院救急・集中治療科　町田　浩志

　　　日本医科大学武蔵杉病院救命救急センター　菊池　広子
O35-1	 外傷性大量口腔・鼻出血に対する咽頭カフを用いた一手	

松戸市立福祉医療センター東松戸病院リハビリテーション科　森本　文雄
O35-2	 尿道バルーンカテーテルによる一時止血で救命し得た頚部刺創による心肺停止の １ 例	

誠心会井上病院外科　中塚　昭男
O35-3	 重症外傷に対する extracorporeal	membrane	oxygenation（ECMO）を使用した ８ 例の検討	

大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　伊藤　裕介
O35-4	 枝が胸に刺さり不穏状態⁉～フライトドクターの脳内思考とその戦術実行力～	
	 	 熊本赤十字病院外傷外科　林田　和之
O35-5	 Multiple	Level	Inflate	Technique：新たな REBOA の使用法	

北見赤十字病院麻酔科　長谷川　源
O35-6	 重症胸部外傷に対して ECMO を導入して救命しえた １ 症例	

兵庫医科大学救急災害医学　白井　邦博

１4：５0～１５：40 
一般口演3６ 

「生涯忘れられないこの １ 例」
座長：南多摩病院救命救急センター　加藤　　宏

日本医科大学武蔵小杉病院救命救急センター　松田　　潔
O36-1	 VV	bypass 下に修復した肝後面下大静脈断裂の １ 例-VV	bypass の有用性とその pitfall-	

埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　松田　真輝
O36-2	 忘れられない症例：重症頭部胸腹部外傷を合併し複数回手術ののち救命できた １ 例	

日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野　古川　　誠
O36-3	 私の心に刺さった １ 例（資源が限られた現場での医療支援活動の経験より）

国境なき医師団	/	新座志木中央総合病院外科　吉野　美幸
O36-4	 出血性ショックを伴う腰動脈損傷による大量血胸に対する治療戦略	

公立豊岡病院但馬救命救急センター　藤崎　　修
O36-5	 陰茎切断・両側除睾術・膀胱瘻造設術を施行した30歳代男性の会陰部壊死性筋膜炎の １ 例	

川口市立医療センター救命救急センター　中野　公介
O36-6	 社会復帰した環椎後頭関節脱臼の １ 例	

南多摩病院救急科	/	国立病院機構災害医療センター救命救急センター　加藤　　宏




